


第１回長寿医療センター国際シンポジウムのご案内

　この度、長寿医療に関わる様々な研究に関して、国内外の研究者並びに有識者を招聘し、その役
割と可能性を議論追求し「健康と長寿」に関する研究開発の現状と情報発信拠点となることを希求
しつつ、国民の健康と福祉の増進に寄与し、明るく活力ある長寿社会の推進を目指し、第１回長寿
医療センター国際シンポジウムを開催することといたしました。

　今回別紙プログラムのとおり、第１回シンポジウムでは「アルツハイマー病治療薬の開発－基礎
研究からトランスレーショナルリサーチへ－」をテーマとしてアルツハイマー病治療薬開発を目指
した研究を精力的に推進している国内外の研究者を講演者として招いております。また、セッショ
ンIVでは我が国のトランスレーショナルリサーチ研究の現状と課題を取り上げました。

　本シンポジウムに参加されることでアルツハイマー病の予防法治療法の開発応用が近いことが実
感されることを期待します。

　ご多忙のことと存じますが、万障お繰り合わせのうえ関係者多数のご参加をいただきますようご
案内申し上げます。

開催日：平成１７年１１月３日（木）9:00～18:00
会　場：あいち健康プラザ  (http://www.ahv.pref.aichi.jp/)
　　　　１Ｆ　サイエンスシアター
主　催：国立長寿医療センター  
共　催：（財）長寿科学振興財団、（財）先端医療振興財団
参加費：無料（定員２４０名）

＊参加希望の方は、別添申込書により事前にＦＡＸにてお申込み下さい。
（申込み締切日は平成１７年９月３０日）

参加申込み・問い合わせ先
国立長寿医療センター  国際シンポジウム実行委員会  事務局  政策医療企画課

住　所　〒474-8511 愛知県大府市森岡町源吾３６－３
ＴＥＬ  0562-46-2311   （内線2504）
ＦＡＸ  0562-48-2373





第１回長寿医療センター国際シンポジウム終わる 

 

 第１回長寿医療センター国際シンポジウム「アルツハイマー病治療薬の開発：基礎研究か

らトランスレーショナルリサーチへ」が、2005 年 11 月 3 日、あいち健康プラザにおいて開催

され、200 人を超える参加のもと盛会裡に終わった。長寿医療センター国際シンポジウムは、

長寿医療に関わる様々な課題に関して国内外の研究者や有識者を招き、長寿医療研究の

役割と可能性を議論し、研究開発の情報を発信することを目指している。また、このようなシ

ンポジウムを主催することにより、活力のある長寿社会の構築に長寿医療センターは貢献し

たいと考えている。記念すべき第 1 回シンポジウムは、我国をはじめとした先進諸国が直面

する大きな問題であるアルツハイマー病をテーマに取り上げ、アルツハイマー病治療薬の

開発研究に焦点をあて、この領域で精力的に活躍する国内外の研究者を講演者に招いた。 

 開会にあたり厚生労働大臣（代理）ならびに長寿科学振興財団小林理事長が挨拶され、

シンポジウム開催への期待が寄せられた。引き続き、長寿医療センター大島総長はシンポ

ジウムに参加された全ての方々への感謝を表明し、高齢化社会の抱える様々な医学的諸

問題に挑戦する長寿医療研究の重要性を述べた。 

 シンポジウムは長寿医療センター研究所田平所長によるアルツハイマー病治療薬開発の

オーバービューにより開始の運びとなった。引き続き、アルツハイマー病発症機構のなかで

中心的役割を果たすアミロイドβ蛋白（Aß）の産生、重合、分解を標的とする新しい治療薬

開発研究について講演が行われた。はじめに家族性アルツハイマー病原因遺伝子（プレセ

ニリン）の発見者であり、アルツハイマー病研究の世界的リーダーの一人であるトロント大学

（カナダ）の Hyslop 教授が、アルツハイマー病免疫療法に関する動物実験ならびに小分子

化合物による Aß 重合阻害実験の最新研究成果を紹介した。次に、長寿医療センター研究

所柳澤副所長は Aß 重合の開始点にあると考えられる種分子に焦点をあてた研究成果とそ

れを基にした抗種療法の可能性を紹介した。京都薬科大学の木曽教授は Aß 産生に直接

関わる蛋白分解酵素（BACE）の活性阻害剤開発について最新のデータを紹介した。午前

のセッションの最後に登壇した理化学研究所の西道博士は、脳内における Aß 分解酵素と

して同博士が発見したネプリライシンについて詳細に報告を行い、ネプリライシン活性を抑

制することがアルツハイマー病治療に結びつく可能性を講演した。午後の最初のセッション

は、既に臨床試験にまで展開され、多くの注目を集めている Aß ワクチン療法について講演

が行われた。はじめに長寿医療センター研究所血管性痴呆研究部原室長より、現在開発

中の粘膜を介した新しいワクチン療法の研究成果が紹介された。従来の方法に比べ細胞性

免疫を介した副作用の出現が抑制される可能性があり、今後の展開が期待された。チューリ

ッヒ大学（スイス）の Nitsch 教授は、既に実施された Aß ワクチン療法の臨床経過について

講演し、認知障害の改善や画像上の脳萎縮の変化が紹介された。カリフォルニア大学（アメ

リカ）の LaFerla 教授は Aß ワクチン療法の効果を神経細胞レベルで検討し、神経細胞内に

観察される Aß や Aß とならびアルツハイマー病発症機構のなかで重要な役割を果たすタウ

蛋白の蓄積がどのように変化するかについて講演した。次ぎのセッションではタウ蛋白を標

的とする治療薬開発研究について、東京都精神医学総合研究所の長谷川博士とマックス

プランク研究所（ドイツ）の Mandelkow 博士が講演し、タウ蛋白が重合し異常な構造物を形

成することの病的意義が議論され、同蛋白の重合を抑制する小分子化合物開発の研究成

果が紹介された。東京医科大学の金子教授は、蛋白分子の異常構造を認識しこれを解きほ

ぐす能力をもつ新たな分子を紹介し、この分子の活用がアルツハイマー病を含めた神経変

性疾患の新たな診断法や治療法の開発に結びつく可能性を講演した。最後のセッションは、

我国のトランスレーショナルリサーチの現状と課題について、京都大学（先端医療振興財

団）の福島教授、先端医療振興財団の永井博士によって講演された。アルツハイマー病を

はじめとした様々な難治性疾患の画期的な診断、予防、治療法開発の道を切り開く上で、ト

ランスレーショナルリサーチの果たす役割は極めて大きい。その一方で、トランスレーショナ

ルリサーチを効率面や安全面で最適化するためには、高い専門性をもった多職種の構成



員によるチームワークが不可欠である。本シンポジウムでの議論が長寿医療センターをはじ

めとした多くの医療機関におけるトランスレーショナルリサーチ展開の一助となることを願い

たい。 

 シンポジウムの閉会にあたり福島教授が挨拶され、アルツハイマー病研究にはこれまでの

がん研究同様の重要性と臨床研究への展開の可能性があると述べられた。アルツハイマー

病治療薬開発を目指した基礎研究の成果の幾つかが、近い将来、臨床研究へと展開され

ることを期待したい。最後に、本シンポジウムに国内外から参加された多くの研究者、共催

にご尽力頂いた長寿科学振興財団ならびに先端医療振興財団の関係者の方々、そして開

催運営を直接お手伝い下さった多くの方々に心から感謝を申し上げたい。（次回は「骨と老

化」をテーマに 2006 年 11 月に開催予定である） 

                                        （文責：国立長寿医療センター研究所副所長 柳澤勝彦） 
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